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１．研究の動機・目的 

 我々は昨年木星の質量についての研究を行った。この研究を進める過程で、木星につい

て調べていくうちに、木星からは強い電波が放出されていることを知った。また、この電

波は文献によると衛星イオの公転周期と密接に関係しており、質量の研究にも結びつく可

能性がある。そこで、木星の電波に興味を持ち、自分たちで電波望遠鏡を製作して、木星

電波を受信することを計画した。また、観測した電波から木星電波とイオの公転周期との

因果性を示すことが出来るのではないかと思い、この研究を始めた。 
２．電波望遠鏡の製作 

検波機とアンテナは、自分たちで組み立てをした。アンテナの設置場所はできるだけ人

口雑音の少ない場所が望ましいが、観測環境が確保できなかったために本校屋上とした。

作成したアンテナの模式図が図１、２、写真が図３である。このアンテナの受信する周波

数は 20.1MHz である。その理由は木星デカメータ電波の放出が 20MHz 付近で強く、混信を

減らすために少し周波数をずらしたからである。 

 
 
３．木星電波の観測と特徴 

上記のアンテナを用いて観測を行った。観測期間を 9 月 4 日～12 月 15 日とした。また木

星電波は混信等の影響で木星電波と間違える可能性もあるため、フロリダ大学のホームペ

ージを参考にして、観測したデータと、予想された時間を見比べながら木星電波の特定を

行った。その結果計２６イベントの観測に成功した。その一例が図４である。このグラフ

は横軸が時間（JST）縦軸が電波強度を示している。  
木星電波ストームには特徴があって、ストームの発生確率は観測者から見た体系Ⅲでの

中央経度に依存している。なお木星の体系Ⅲ経度とは回転周期が木星磁場の回転周期と一

図２ アンテナの平面図 図３ 屋上に設置したアンテナ 図１ アンテナの測面図 



 

 

致する体系である。さらに、衛星イオとの相互作用により強い電波を発生することが分か

っている。このような木星電波を検出し、特徴をつかめるようにグラフの作成を試みた。

グラフは観測された木星電波の中間時刻を取り、そのときの体系Ⅲでの中央経度λⅢ、イ

オの位相θをフロリダ大学のホームページや天文観測年表２００７を用いて求め、横軸に

λⅢ、縦軸にθを取り、観測された木星電波の中央時刻のそれぞれの値をグラフ上にプロ

ットして作成した。このグラフの作成に当たり、本校観測分ではデータが不足していたた

め、NASA’s  Radio JOVE のホームページのデータも追加した。その結果が図５である。

図より木星の中央経度については、中央経度 180°～270°の間で多く、特に 240°付近で

最大になることが分かる。また、衛星イオの位相に関しては 90°付近と 180°～270°の間

が多いことが分かる。 

以上から木星電波の発生する中央経度とイオの位相は密接に関係しており、木星電波の

発生しやすい位置関係は３つあることがわかる。このような結果になる原因について考え

てみると、木星は赤道上に地球の１４倍もの強い磁場があり、またイオは電離層を持って

いるので、お互いの公転などの運動で攪乱が発生し、電波を放出すると考えられる。   

また、グラフよりイオの位相が９０°と２４０°とほぼ対称である時に電波の発生率が

高い。しかし位相が完全に対称でないのは、木星からイオまでの距離によると考えられる。 

  

 

 
 
 
 
４．まとめ 

 木星電波の観測に成功した。また、木星電波の発生にはイオと木星との関係が密接に影

響している。今後は木星電波から磁場の強さや方向などを求めてみたい。 
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図４ 木星電波（10 月 27 日） 
図５ イオの位相と木星の中央経度の関係

■は本校で観測した木星電波 
○は NASA’s  Radio JOVEのＨＰで公開されている木星電波 
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